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結論につながる「基本方向」答申に関心高まる
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計
量
法
・
改
正
、
基
本
方
向
作
成
大
詰
め
に
　
　
　
 陰
面

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  隠
韻
面

大
臣
表
彰
者
紹
介
、
日
電
検
・
新
標
準
器
を
披
露
   　
 
吋
面

全
国
の
計
量
記
念
日
行
事
歓
、
計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
桓

　
右
面

チ
ノ
ー
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
敢
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
面

私
の
履
歴
書・
齊
藤
勝
夫
技
、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

A
&
D
、　
年
3
月
中
間
決
算
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
 羽
面

06

第
2
回
タ
ニ
タ
健
康
大
賞
決
定
、
ク
ボ
タ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
　
 羽
面

計
量
記
念
日
特
集

吋
右
面

関
東
甲
信
越
地
区
計
量

協
会
・
計
量
士
会
合
同

連
絡
協
議
会
  隠
韻
面

何
ら
か
の
歯
止
め
を
講
じ
な
い
と
計
量

行
政
は
崩
壊
す
る
と
い
う
危
惧
の
声
も

　
政
府
の
規
制
緩
和
方
針
へ
の
対
応
、
地
方
自
治
体
の
計

量
行
政
能
力
の
低
下
へ
の
対
応
な
ど
を
基
本
方
向
に
し
た

計
量
法
改
正
の
作
業
が
計
量
行
政
審
議
会
の
場
を
中
心
に

し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
改
正
の
た
め
の
基
本
方
向
が
　
年
05

　
月
中
に
出
さ
れ
る
日
程
で
あ
り
、
こ
の
基
本
方
向
に

12従
っ
て
そ
の
後
の
法
令
整
備
の
作
業
と
の
関
係
で
「
基
本

方
向
」
が
重
要
な
結
論
に
な
る
。
計
量
法
と
関
わ
っ
て
仕

事
を
す
る
地
方
計
量
行
政
機
関
職
員
、
計
量
士
、
計
量
器

事
業
者
、
地
方
の
計
量
協
会
な
ど
の
指
定
定
期
検
査
機
関

な
ど
の
関
係
者
は
、「
基
本
方
向
」
が
ど
の
よ
う
に
だ
さ
れ

る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
と
し
て
、
計
量
行
政
審
議
会
の

動
き
に
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
の
行
政

経
験
や
計
量
器
の
現
場
の
実
情
が
法
改
正
作
業
で
十
分
に

聴
き
取
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
危
惧
の
声
が
あ
る
。

計
量
行
政
が
大
き
く

縮
小
す
る

　
計
量
行
政
審
議
会
は
第
1

回
会
議
が
7
月
末
に
開
か

れ
、
そ
の
後
、
小
委
員
会
、

各
W
G
で
審
議
が
行
わ
れ
て

い
る
。
審
議
の
内
容
は
経
済

産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
審
議
内

容
の
閲
覧
機
会
が
提
供
さ
れ

て
い
る
も
の
の
各
種
小
委
員

会
な
ど
の
議
論
が
掲
載
さ
れ

る
の
は
委
員
会
開
催
後
1
カ

月
以
上
経
過
後
で
あ
る
た

め
、　
年
　
月
中
に
出
さ
れ

05

12

る
改
正
の
基
本
方
向
と
い
う

大
き
な
結
論
と
の
間
に
時
間

差
が
生
じ
る
と
い
う
不
都
合

も
あ
り
、
ま
た
現
在
の
審
議

の
内
容
か
ら
は
計
量
法
と
計

量
行
政
の
従
来
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
り
、
実
態
的
に

は
計
量
行
政
が
大
き
く
縮
小

し
、
地
方
公
共
団
体
の
計
量

行
政
は
崩
れ
て
し
ま
う
と
い

う
危
惧
が
で
て
い
る
。

気
を
抜
い
た
途
端
に
計

量
行
政
は
崩
壊
す
る

　
地
方
計
量
行
政
に
幹
部
職

員
と
し
て
関
わ
っ
て
き
て
、

現
在
は
地
方
計
量
協
会
の
計

量
士
会
長
な
ら
び
に
計
量
協

会
長
の
重
職
に
あ
る
人
な
ど

関
係
者
は
、
計
量
行
政
を
機

関
委
任
事
務
か
ら
自
治
事
務

に
移
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
地
方
の
計
量
行
政
は
財

政
・
人
員
・
機
能
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
後
退
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
以
上
の
後
退
に
つ

な
が
ら
な
い
何
ら
か
の
歯
止

め
を
講
じ
な
い
と
計
量
行
政

は
崩
壊
す
る
と
い
う
危
惧
の

念
を
表
明
し
て
い
る
。
地
方

計
量
行
政
機
関
の
現
職
幹
部

職
員
か
ら
は
5
年
経
過
し
た

ら
検
定
所
は
な
く
な
る
と
悲

観
的
論
も
で
て
い
る
。
計
量

検
定
所
の
現
在
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
財
政
当
局
と

の
予
算
折
衝
の
厳
し
さ
と
、

毎
年
つ
づ
い
て
い
る
予
算
削

減
・
人
員
削
減
と
い
う
現
実

と
対
比
す
る
と
、
現
状
維
持

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、

気
を
抜
い
た
途
端
に
計
量
行

政
崩
壊
に
結
び
つ
く
よ
う
な

予
算
措
置
に
な
る
こ
と
へ
の

危
機
感
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
今
回
の
計
量
法
改
正
作
業

の
説
明
に
あ
る
消
費
者
の
安

全
・
安
心
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
な
ら
ば
、
計
量
行
政
は

全
国
一
律
で
実
施
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
部
分
が
多
く
、

ま
た
消
費
者
利
益
の
実
現
項

目
と
し
て
商
品
量
目
制
度
を

整
備
・
強
化
す
べ
き
で
あ
る

と
語
る
現
在
の
計
量
法
の
骨

格
つ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た

関
係
者
が
い
る
。

製
造
関
係
の
適
正
計

量
管
理
指
定
事
業
所

は
要
ら
な
く
な
る

　
は
か
り
の
検
定
と
連
動
す

る
制
度
と
な
っ
て
い
る
適
正

計
量
管
理
事
業
所
の
制
度

は
、
対
象
と
な
る
は
か
り
が

計
量
法
の
検
定
･
検
査
制
度

か
ら
除
外
さ
れ
た
場
合
に

は
、
流
通
関
係
の
事
業
所
は

別
に
し
て
製
造
関
係
の
事
業

所
の
場
合
に
は
計
量
法
の
規

定
に
従
っ
て
管
理
す
る
は
か

り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
指
定
を
受
け
る
必
要
が

な
く
な
る
。
と
く
に
業
者
間

取
引
に
用
い
ら
れ
る
計
量
器

は
特
定
計
量
器
か
ら
除
外
し

て
検
定
・
検
査
の
対
象
外
と

す
る
と
い
う
議
論
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
製
造
関
係
の
適
正

計
量
管
理
事
業
所
の
関
係
者

は
こ
れ
で
計
量
法
と
の
縁
が

薄
れ
る
と
考
え
て
い
る
。（
韻

面
へ
つ
づ
く
）
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協
議
会
か
ら
功
労
者
4
名

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
た
（
氏
名
は
別
項
）。

　
協
議
会
は
、
渡
部
勉
花
東

京
都
計
量
協
会
会
長
と
白
石

淸
東
京
計
量
士
会
会
長
が
共

同
議
長
と
な
り
　
の
提
案
議

12

題
（
別
項
）
を
討
議
し
た
。

内
容
は
、
計
量

士
の
職
域
拡
大

や
、
適
正
計
量

管
理
事
業
所
の

自
主
管
理
拡

大
、
計
量
組
織

の
活
性
化
、
計

量
知
識
の
普

及
、
計
量
法
改

正
へ
の
要
望
な

ど
が
あ
り
、
関

連
す
る
議
題
を

一
括
し
て
討
議

し
た
。
要
望
事

項
に
関
し
て

は
、
日
計
振
へ
要
望
書
を
出

す
。
特
に
、
現
在
審
議
中
で

あ
る
計
量
制
度
の
見
直
し
に

関
し
て
は
、
議
題
提
案
県
の

一
つ
で
あ
る
千
葉
県
計
量
協

会
の
齊
藤
勝
夫
会
長
が
、
①

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
す

べ
て
公
開
原
則
で
き
ち
ん
と

情
報
を
提
供
し
て
ほ
し
い
、

そ
れ
に
対
し
て
②
我
々
も
大

い
に
も
の
を
言
う
べ
き
で
あ

る
、
③
こ
の
意
見
の
反
映
を

日
計
振
は
や
っ
て
も
ら
い
た

い
。
地
方
あ
っ
て
こ
そ
の
日

計
振
で
あ
る
と
し
「
ぜ
ひ
日

計
振
は
、
私
た
ち
の
意
見
を

ま
と
め
て
審
議
に
反
映
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
し

た
。
会
場
の
議
決
で
、
日
計

振
に
対
し
要
望
書
を
出
す
こ

と
が
決
ま
っ
た
（
現
在
、
花

日
本
計
量
振
興
協
会
は
、
計

量
法
改
正
審
議
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
〔
石
井
正
国
委

員
長
〕
を
設
置
し
て
対
応
し

て
い
る
）。

　
次
期
開
催
県
は
、
神
奈
川

県
に
決
ま
っ
た
。

　
協
議
終
了
後
、
上
村
雄
彦

千
葉
大
学
大
学
院
公
共
研
究

セ
ン
タ
ー
C
O
E
フ
ェ
ロ
ー

が
「
日
本
が
変
わ
れ
ば
世
界

が
変
わ
る

い
ま
こ
そ
日

本
の
自
立
を

」
の
演
題
で

講
演
し
た
。

　
午
後
5
時
　
分
か
ら
懇
親

30

会
が
開
か
れ
、
情
報
交
換
を

し
た
り
、
交
遊
を
温
め
た
り

し
た
。

協
議
の
内
容

▽
ス
ー
パ
ー
大
型
店
に
お
け

る
計
量
士
の
活
用
（
栃
木
県

計
量
協
会
計
量
士
部
会
）

　
ス
ー
パ
ー
大
型
店
に
は
計

量
士
を
配
置
す
る
こ
と
を
計

量
法
で
義
務
化
し
、
計
量
士

に
よ
る
は
か
り
の
2
年
に
1

回
の
定
期
検
査
（
代
検
で
行

う
）
を
は
じ
め
、
定
期
検
査

の
中
間
の
自
主
検
査
を
行
う

と
共
に
、
計
量
管
理
の
思
想

教
育
、
指
導
等
を
計
面
的
、

総
合
的
に
行
い
、
量
目
の
品

質
管
理
の
向
上
と
計
量
士
の

業
務
拡
大
を
図
っ
て
ほ
し
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経
済
産
業
省
の
籔
内
雅
幸

計
量
行
政
室
長
が
、
計
量
行

政
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る

計
量
制
度
見
直
し
作
業
の
現

状
を
説
明
し
た
。

　
7
月
　
日
「
計
量
行
政
審

26

議
会
」
が
開
か
れ
、
計
量
制

度
の
見
直
し
作
業
が
始
ま
っ

た
。
審
議
会
の
も
と
に
「
計

量
制
度
検
討
小
委
員
会
」
を

設
け
た
。

　
小
委
員
会
に
3
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）

を
設
置
し
、
具
体
的
な
検
討

に
入
っ
た
。
ど
の
W
G
で
も

活
発
な
議
論
が
さ
れ
、
関
心

が
高
い
と
感
じ
た
。
単
位
、

計
量
士
制
度
、
特
殊
容
器
な

ど
の
横
断
的
な
事
項
は
、
小

委
員
会
で
検
討
す
る
。
小
委

員
会
は
各
W
G
の
審
議
を
と

り
ま
と
め
る
。

　
第
1
W
G
は
、
検
定
・
検

査
制
度
の
あ
り
方
等
を
検
討

し
て
い
る
。
計
量
行
政
が
自

治
事
務
に
な
っ
て
か
ら
各
都

道
府
県
間
の
跛
行
性
が
大
き

く
な
っ
た
。
民
間
の
力
を
用

い
て
今
ま
で
の
レ
ベ
ル
の
計

量
行
政
が
実
施
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。
方
向
性
と

し
て
は
、
①
地
方
の
選
択
肢

を
増
や
す
、
②
現
在
　
種
あ

18

る
特
定
計
量
器
を
見
直
す
。

　
規
制
は
消
費
者
保
護

に
重
点
を
置
く
べ
き
で

あ
り
、
企
業
間
取
引
に

使
う
よ
う
な
機
種
は
企

業
間
相
互
に
任
せ
れ
ば

よ
く
規
制
の
対
象
か
ら
は
ず

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
技
術
水
準
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
機
種
ご
と
の

個
別
事
情
も
勘
案
し
な
が

ら
、
対
象
機
種
を
減
ら
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
検
討
し
て

い
る
。

　
第
2
W
G
は
、
量
目
規
制

の
あ
り
方
等
を
検
討
し
て
い

る
。
量
目
規
制
は
、
種
類
、

く
く
り
方
な
ど
を
細
か
く
す

る
か
、
反
対
に
大
く
く
り
に

す
る
か
な
ど
な
か
な
か
難
し

く
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
現
在
の
適
正
計
量
管

理
事
業
所
は
メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
。
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
を
付
与
で
き
る
か
検
討
し

て
い
る
。

　
第
3
W
G
は
計
量
標
準
・

標
準
物
質
の
供
給
等
を
検
討

し
て
い
る
。
計
量
標
準
・
標

準
物
質
を
い
か
に
円
滑
に
、

た
く
さ
ん
、
短
期
間
で
供
給

で
き
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
計
量
標
準
を
供
給
し
て

い
る
の
は
　
産
業
技
術
総
合

（独）

研
究
所
だ
が
、
同
所
が
国
の

機
関
か
ら
非
公
務
員
型
の
独

立
行
政
法
人
に
な
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
を
計
量
法
の
中
で

ど
う
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
今
後
の
審
議
の
見
通
し
だ

が
、　
月
末
に
は
、
計
量
制

12

度
検
討
小
委
員
会
を
開
い

て
、
第
1
、
第
2
、
第
3
の

各
W
G
の
審
議
の
と
り
ま
と

め
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

来
年
の
春
な
い
し
は
夏
に
は

経
済
産
業
大
臣
へ
答
申
す
る

運
び
に
な
る
。

　
現
在
、
団
体
や
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
各
方
面
か
ら
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
し
て
い
る
最
中
で
あ

り
、
都
道
府
県
の
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
も
す
る
予
定
で
あ
る
。「
皆

様
方
も
意
見
を
反
映
す
る
場

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
、

要
望
書
等
を
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
た
。

籔
内
雅
幸
計
量
行
政
室
長

見
直
し
作
業
の
現
状
を
説
明

改
正
へ
の
要
望
・
意
見
の
提
出
を
要
請

計量制度の見直しの状況
を説明する籔内雅幸計量
行政室長

計量士の職域拡大や適管事業所の自主管理拡大など12件を討議

計
量
法
改
正
へ
要
望
を
と
強
調

「
計
量
出
前
教
室
」な
ど
新
た
な
取
り
組
み
も

　
2
0
0
5
年
度
の
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協
会
･
計
量

士
会
合
同
連
絡
協
議
会
が
　
月
4
日
、
東
京
・
千
代
田
区

10

の
九
段
会
館
で
開
か
れ
た
。　
都
県
か
ら
計
量
協
会
会
員
、

10

計
量
士
な
ど
約
2
5
0
名
が
出
席
し
た
。
同
協
議
会
は
　03

年
か
ら
、
関
東
甲
信
越
地
区
の
計
量
協
会
と
計
量
士
会
の

合
同
会
議
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
第
3
回

合
同
連
絡
協
議
会
と
し
て
花
東
京
都
計
量
協
会
（
渡
部
勉

会
長
）
と
東
京
計
量
士
会
（
白
石
淸
会
長
）
が
合
同
で
開

催
実
行
委
員
会
（
岩
下
貞
治
委
員
長
）
を
組
織
し
て
準
備

を
進
め
て
き
た
も
の
。
全
体
会
議
方
式
で
、
計
量
士
の
職

域
拡
大
や
適
管
事
業
所
の
自
主
管
理
拡
大
、
計
量
法
改
正

へ
の
要
望
な
ど
含
め
て
　
の
議
題
を
討
議
し
た
。
計
量
法

12

改
正
へ
の
関
心
も
高
く
、
日
計
振
へ
対
策
を
要
望
し
た
ほ

か
、
わ
れ
わ
れ
の
要
望
を
大
い
に
出
し
て
い
こ
う
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。籔
内
雅
幸
経
済
産
業
省
計
量
行
政
室
長
が
、

現
在
計
量
行
政
審
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
計
量
制
度
の

見
直
し
作
業
の
現
状
を
説
明
し
た
。
上
村
雄
彦
千
葉
大
学

大
学
院
公
共
研
究
セ
ン
タ
ー
C
O
E
フ
ェ
ロ
ー
が
講
演
し

た
。
演
題
は
「
日
本
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ
る

い
ま

こ
そ
日
本
の
自
立
を

」。
次
期
開
催
県
は
神
奈
川
県
。

協議会のようす
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大
型
は
か
り
が
検
査
の

対
象
外
に
な
れ
ば
協
会

運
営
の
基
盤
が
崩
れ
る

　
は
か
り
の
定
期
検
査
の
実

施
機
関
で
あ
る
地
方
の
計
量

協
会
な
ど
指
定
定
期
検
査
機

関
は
、
業
者
間
取
引
の
要
素

が
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル

等
大
型
は
か
り
が
検
査
の
対

象
外
に
な
っ
た
り
、
そ
の
他

の
は
か
り
が
同
様
で
あ
れ

ば
、
旧
来
行
っ
て
き
た
定
期

検
査
業
務
が
大
き
く
減
少
す

る
な
ど
し
て
、
協
会
運
営
の

基
盤
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
る

と
し
て
い
る
。

　
全
国
の
は
か
り
の
地
場
事

業
者
は
、
技
術
論
的
な
理
屈

は
別
に
し
て
、
は
か
り
は
検

定
･
検
査
制
度
に
よ
っ
て
性

能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
か
ら
、
現
在
大

量
に
流
通
し
て
い
る
は
か
り

の
計
量
法
で
の
規
制
維
持
こ

そ
が
計
量
の
安
全
、
消
費
者

利
益
の
確
保
に
つ
な
が
る
と

主
張
し
て
い
る
。

　
現
場
の
は
か
り
事
情
を
知

る
地
場
事
業
者
は
、
業
者
間

取
引
は
計
量
法
の
世
界
で
は

取
引
証
明
の
別
枠
で
あ
る
と

い
う
経
済
産
業
省
職
員
の
発

言
に
驚
い
て
お
り
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
せ
っ
か

く
国
民
の
理
解
と
消
費
者
に

信
頼
さ
れ
て
い
る
地
方
計
量

協
会
は
運
営
が
困
難
に
な
る

し
、
検
査
事
業
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
な
ど
を
通
じ
て
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
事

業
者
の
存
立
基
盤
を
崩
す
こ

と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

販
売
者
か
ら
実
情
が

伝
え
ら
れ
な
い
委
員

会
審
議
に
不
満
の
声

　
計
量
器
販
売
の
専
業
事
業

者
は
計
量
法
改
正
の
動
き
へ

の
反
応
が
鈍
い
。
現
在
の
審

議
状
況
を
把
握
し
て
い
る
専

業
者
は
少
数
で
あ
り
、
自
動

は
か
り
の
規
制
対
象
へ
の
取

り
込
み
、
業
者
間
取
引
は
か

り
の
検
定
対
象
か
ら
の
除
外

の
動
き
を
知
ら
な
い
者
が
多

い
。

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
も

行
っ
て
い
る
あ
る
専
業
者

は
、
自
動
は
か
り
の
計
量
法

で
の
規
制
に
関
し
て
、
規
制

自
体
は
悪
く
は
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
製
品
が
あ
る
自
動

は
か
り
を
ど
の
よ
う
な
形
で

規
制
し
、
性
能
を
確
保
す
る

の
か
に
難
し
さ
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
普
通
の
使
用
者
は
誤
計
量

に
よ
る
コ
ス
ト
へ
の
影
響
、

会
社
の
信
用
失
墜
が
な
い
よ

う
、
使
用
す
る
自
動
は
か
り

の
管
理
は
綿
密
・
周
到
を
極

め
て
い
る
と
も
事
情
を
述
べ

て
い
る
。

　
販
売
事
業
専
業
者
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
は
計
量
行
政

審
議
会
の
部
会
な
ど
に
関
係

者
が
参
加
し
て
い
た
も
の
が

外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
製
造
事
業

者
と
使
用
者
の
間
に
立
ち
、

は
か
り
な
ど
計
量
器
の
流
通

と
使
用
に
事
情
に
詳
し
い
専

業
販
売
事
業
者
か
ら
、
実
情

が
伝
え
ら
れ
な
い
委
員
会
審

議
に
対
し
て
、
不
満
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

計
量
法
改
正
検
討
基
本
方
向
作

成
作
業
が
大
詰
め
に（
陰
面
の
つ
づ
き
）

い
、
と
い
う
計
量
士
の
職
域

拡
大
を
め
ざ
す
提
案
。

▽
代
検
査
制
度
に
関
わ
る
業

務
領
域
拡
大
に
つ
い
て
（
埼

玉
県
計
量
士
会
）
▽
計
量
士

に
よ
る
民
間
活
力
導
入
に
つ

い
て（
神
奈
川
県
計
量
士
会
）

〔
一
括
討
議
〕

　
計
量
士
の
業
務
拡
大
で

は
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
代
検
査
業
務
に
加

え
て
食
品
の
品
質
表
示
点
検

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
食
品
表
示
に
関
わ
る
検

査
に
つ
い
て
は
J
A
S
法
、

食
品
衛
生
法
、
計
量
法
の
よ

う
に
、
ラ
ベ
ル
情
報
の
各
種

法
律
に
則
っ
た
適
正
表
示
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
、
代
検

査
だ
け
で
は
な
い
差
別
化
が

図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
埼
玉
県
計
量
士
会
の
提

案
。神
奈
川
県
計
量
士
会
は
、

代
検
査
時
に
特
定
計
量
器
以

外
の
検
査
も
一
緒
に
や
る
と

か
、
使
用
者
の
要
望
に
合
わ

せ
て
土
日
、
祝
日
に
検
査
し

た
り
、
検
査
す
る
時
間
帯
な

ど
も
希
望
に
添
う
よ
う
に
す

る
な
ど
、
使
用
者
サ
ー
ビ
ス

付
加
型
代
検
査
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
提
案
し
た
。

▽
適
正
計
量
管
理
事
業
所
に

お
け
る
自
主
管
理
の
拡
大
に

つ
い
て
（
鋤
神
奈
川
県
計
量

協
会
）

　
異
常
が
見
ら
れ
た
計
量
器

を
修
理
し
て
検
定
し
た
場

合
、
生
産
計
画
に
不
都
合
が

生
じ
る
の
で
検
定
ま
で
の
空

白
期
間
を
、
適
正
計
量
管
理

事
業
所
の
、
自
主
管
理
を
認

め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
も
の
。

▽
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
（
大

型
は
か
り
）
設
置
届
等
の
義

務
化
に
つ
い
て
（
長
野
県
計

量
管
理
協
会
）

　
現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー

ル
（
大
型
は
か
り
）
が
新
規

に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
計
量

法
上
の
届
出
義
務
は
な
く
、

届
出
が
も
れ
る
事
が
あ
り
実

態
把
握
が
非
常
に
あ
い
ま
い

に
な
っ
て
い
る
。 設
置
届
等

の
見
直
し
（
義
務
化
）
を
検

討
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
。

長
野
県
、
群
馬
県
、
神
奈
川

県
か
ら
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

▽
「
計
量
法
関
係
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
集
」
の
公
表
に
つ
い
て

（
鋤
新
潟
県
計
量
協
会
・
計

量
士
部
会
）

　
一
般
に
計
量
法
以
外
の
分

野
で
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

指
導
基
準
、
審
査
基
準
、
要

領
、
要
綱
等
は
情
報
開
示
さ

れ
て
い
る
の
が
通
例
な
の

で
、計
量
法
関
係
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
も
公
表
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
地
域
に
お
け
る
計
量
思
想

普
及
活
動
の
事
例
と
取
り
組

み
強
化
（
鋤
東
京
都
計
量
協

会
）
▽
学
校
対
象
の
計
量
知

識
普
及
啓
発
事
業
に
つ
い
て

（
東
京
計
量
士
会
）▽
報
告
・

寒
暖
計
製
作
教
室
か
ら
出
前

計
量
教
室
へ
（
鋤
東
京
都
計

量
協
会
）

　
東
京
都
で
は
、
会
場
で
報

告
さ
れ
た
東
日
本
計
量
器
工

業
協
同
組
合
の
「
寒
暖
計
製

作
教
室
」
の
実
績
を
ふ
ま
え

て
、
本
年
か
ら
小
学
校
に
お

け
る
理
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
4
年
生
「
温
度
の
測
定
」、

5
年
生
「
て
こ
と
は
か
り
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
計
量
団
体
の

協
力
に
よ
る
学
校
へ
の
「
出

前
教
室
｣
を
実
施
し
て
い

る
。　
校
か
ら
の
問
い
合
わ

35

せ
、実
施
要
望
が
集
ま
っ
た
。

東
京
都
、
花
東
京
都
計
量
協

会
、
東
京
計
量
士
会
の
三
者

の
協
定
書
が
結
ば
れ
、
役
割

分
担
を
し
て
実
施
し
て
い
る
。

▽
ユ
ー
ザ
ー
と
最
も
近
い
計

量
の
安
全
の
担
い
手
、「
計
量

器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
制
度

の
強
化
発
展
と
、
活
用
を
願

う
（
鋤
東
京
都
計
量
協
会
）

　
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

制
度
は
　
年
の
伝
統
を
持
つ

32

販
売
事
業
者
の
た
め
の
民
間

資
格
。販
売
者
の
計
量
知
識
、

（
法
制
度
、
技
術
）
の
向
上

を
目
指
し
、
長
年
に
わ
た
っ

て
資
格
者
を
育
て
、
適
正
な

計
量
器
の
使
用
、
計
量
管
理

上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の

ユ
ー
ザ
ー
と
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
活
動
を
ビ
ジ
ネ
ス

を
通
し
て
実
現
し
て
き
て
い

る
。
提
案
で
は
、「
教
育
に
つ

い
て
は
地
計
協
に
任
せ
き
り

と
い
う
ま
ま
で
は
、
今
後
の

発
展
に
は
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
」
と
あ
り
、
資
格
付
与

団
体
で
あ
る
日
計
振
の
よ
り

感
謝
状
と
　
　

　
記
念
品
贈
呈

（
敬
称
略
）

▽
田
中
正
佐
久
（
花
新
潟
県

計
量
協
会
名
誉
顧
問
、
珂
田

中
衡
機
工
業
所
代
表
取
締
役

相
談
役
）
▽
崎
尾
靖
（
栃
木

県
計
量
協
会
理
事
、
珂
コ
ア

ミ
計
測
機
代
表
取
締
役
社

長
）
▽
吉
池
潤
一
（
長
野
県

計
量
連
合
会
副
会
長
、
長
野

計
器
珂
取
締
役
副
社
長
）
▽

井
上
勇
（
花
茨
城
県
計
量
協

会
専
務
理
事
）

一
層
の
密
度
の
高
い
関
与
、

指
導
、
支
援
を
願
う
、
と
し

て
い
る
。
日
計
振
へ
要
望
書

を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
計
量
法
改
正
答
申
作
業
に

あ
た
っ
て
、
望
む
こ
と
（
東

京
計
量
士
会
）
▽
「
新
し
い

計
量
行
政
の
方
向
に
つ
い

て
」
計
量
行
政
審
議
会
の
審

議
経
過
と
今
後
の
動
向
に
つ

い
て
、
実
効
あ
る
実
現
策
の

行
動
を
望
み
ま
す
（
千
葉
県

計
量
協
会
）

　
①
行
政
当
局
へ
の
速
や
か

な
情
報
公
開
の
要
請
、
②
行

政
当
局
お
よ
び
日
計
振
に
対

し
、
改
正
に
関
す
る
意
見
集

約
・
提
言
の
場
を
設
け
て
も

ら
い
た
い
、と
い
う
も
の
で
、

地
方
計
量
協
会
お
よ
び
計
量

士
会
か
ら
日
計
振
へ
の
強
い

期
待
が
表
明
さ
れ
た
。
加
え

て
、
齊
藤
勝
夫
千
葉
県
計
量

協
会
会
長
は
、
地
方
計
量
協

会
や
計
量
士
会
が
、
計
量
法

改
正
へ
自
ら
能
動
的
に
関

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
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